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エアーテントの立ち上げ訓練を行い、
除染機材の概要の説明を受けた。テン
トの立ち上げは、訓練を繰り返すと、
比較的短時間で行えることを確認でき
た。11 月 19 日の机上訓練の際には、
参加者に CBRNE 災害の講義が行われ、
除染テントの展示も行って理解を深め
た。　　　　　　　  やまもと　あきら

災害机上訓練行われる
　東日本大震災は東北地方の太平洋沿
岸に未曾有の被害をもたらした。これ
は同時に高知県にとって東海・東南海・
南海 3 連動地震がこれまで以上に現
実のものとなってきた。現在地震規模
の想定が見直されているが、近森病院
でも災害備蓄品や自家発電などの再検
討をするとともに、災害対策マニュア
ルの改訂が迫られている。一方 10 月
1 日付で管理部に危機管理室が創設さ
れ、平時の情報収集とともに災害時に
は対策本部の中心となることが期待さ
れている。そこで今年の防災訓練は災
害時対応の核となる ｢災害対策本部の
充実｣ を中心テーマとすることとした。
　10 月 16 日に管理部による本部の
構築を中心とした予備机上訓練を行っ
た。大規模事故に伴う多数傷病者受け
入れを想定して、立ち上げ、情報収集
など問題点を検討した。この予備机上
訓練を踏まえて、11 月 19 日に一般医
療職員を含めて総勢 110 名の参加者
で総合机上訓練を行った。約 2 時間の
机上訓練の後に反省会が行われたが、
参加者からは例年以上に活発な意見が
出て、今後に活かされると思われた。

NBC テロ対応装備の展開訓練
　従来の NBC（核、生物、化学兵器）
テロに加え、放射線災害、爆発事故を
加えた CBRNE 災害は、交通事故や天
災による大災害などと異なり、除染作
業など特殊な対応を必要とする災害と
いわれている。当院の DMAT は 2010

年 1 月に、隊員 5
名が NBC 対応訓練
を受け、3 月には
除染テントなどが
配 備 さ れ て い る。
今回 9 月 23 日に、
管理部職員による

　この数年、近森の医療が大きく変わ
っているように思われる。医療に対す
る考え方や概念そのものに、これまで
考えられなかったような変化が起こっ
ている。たとえば、近森病院のなかで
手術料の算定が最も高いのは、心臓血
管外科とか整形外科といった手術室で
難しい手術を数多くしている科ではな
く、わたし自身想像もしていなかった
内科であった。なんと二番手の科の倍
以上に上っている。
　以前は手術室で行うものと思ってい

た手術を、器械や手技の進歩で血管造
影室や内視鏡室で出来るようになり、
しかもその数が飛躍的に伸びている。
切らずに治すことが出来るようになっ
たことで患者さんの負担は軽くなり、
早く退院できて医療費も安くなった。
　急性期病院における外来もずいぶん
変わってきている。このほどオープン
した外来センターは、予約専門外来と
して専門医を必要とする患者さんに専
念する体制になっている。
　地域のかかりつけの先生方から見る
と、診察中にちょっと気になる患者さ
んがいれば、予約センターに予約を入
れて紹介状を持たせれば、確実に専
門医が診てくれるし、返事が返ってく
るので、安心して患者さんの経過をみ
ることができる。患者さんが急変すれ
ば救命救急センターの ER（救急外来）
に来ていただければと思います。
　近森病院の外来機能を、あたかも自
院の専門外来であるかのように自由に
使うことが出来る。これは医療システ
ムの大きな変化といえないだろうか。

理事長・ちかもり　まさゆき

近  森   正  幸

発想の転換

災害対策委員会委員長
　　　呼吸器外科部長　山本   彰

東日本大震災の経験を通して

　11 月 16 日、｢ 災
害への備え－東日
本 大 震 災 の 経 験 ｣
と題し ER 勉強会が
行 わ れ た。 森 野 先
生は東日本大震災
では山形県への被
災者の受け入れも
含 め、 石 巻 市 へ 数
回に渡り医療支援を行った経験から災
害医療についてご講演をいただいた。
急性期から慢性期の多岐にわたる支援
の経験は、南海地震に伴う津波、浸水
が予想される高知市、当院には示唆に
富む有意義な講演であった。1 週間前
からの準備期間にもかかわらず約 70
名の参加があり、盛会であった。

救命救急センター長　根岸 正敏
ねぎし　まさとし

山形県立中央病院
　救命救急センター診療部長
森野一真先生を迎えて

NBC テント

自分の持ち場の状況を真剣に確認する参加者

災 害 医 療 講 演 会
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　近森病院に赴任以来 23 年間、週
２回の病棟回診（最近は 1 回はカル
テ回診のみ）と週１回数例の症例検
討会を続けています。病棟では複数
の主治医と病棟医長で二重、三重の
チェック体制となっていますが、若
い先生も上級医の先生も外来、救急、
検査、会議などで忙しすぎて、つい
つい見落としたり先
延ばしになっている
問題点も少くありま
せん。それを違った
目でチェックしひろ
いあげることで、一
種のリスク回避策に
なっているかなと思
っています。
　各病棟で師長さん
についてもらい、20
人くらいのカルテをチェックし忘れ
ないうちにさっとみてまわるという
ことを繰り返し、約６時間で 200 人
を回診しています。実際に患者さん
のところにいる時間は極めて短かい
ので、時々短かすぎるとおしかりの
投書を受けますが、ご容赦をお願い
します。回診中は集中力も必要で若

い先生に解説する時間もないので、
毎週数例問題点のある症例や教育的
な 症 例 を 選 び だ し、 症 例 検 討 会 で
discussion や解説を加えるようにして
います。
　電子カルテの導入で、熱型表がな
くなり検査の通覧性が悪くなり、一
時はどうなるかと思いましたが、い

ろいろ改良してい
ただき、今では毎
朝の新患チェック
やベッドコントロ
ール、回診時のカ
ルテチェック、カ
ンファレンスでの
症例呈示などに欠

かせないものとなっています。
　近森院長、北村副院長のおかげで、
この年になっても管理的な仕事に忙
殺されず、医者三昧をさせてもらえ
る立場にたいへん感謝しています。
年をとってきて集中力も鈍り、いつ
までできるかわかりませんが、内科
はひとつという近森病院の伝統を守
りながら、若い人たちに少しでもこ
れまでの経験を伝えていければと思
っています。

歳時記12月の
近森オルソリハビリテーション病院

4 階病棟看護師　岡上  真理

クリスマスローズ

　12 月といえば、クリスマスという
ことで、この花にしました、花言葉は

「いたわり」。あまり派手ではないですが、
路地花の少ない頃に咲く可憐な花です。別の花言
葉では「私の不安を取り除いてください」という
のもあり、まるで祈っているかのような言葉です
ね、このような思いの方がいたならば早く不安が
解決しますように。　　　　         おかうえ　まり

8私の流儀

近森病院副院長

浜
はましげ

重  直
なおひさ

久

病棟回診と症例検討

　前号までに中等度までの変形性膝関
節症に対する治療として鏡視下デブリ
ードマンと高位脛骨骨切り術について
説明してきましたが、今回は高度の変
形に対する手術療法としての人工関節
置換術のお話をいたします。
　人工関節手術には全置換術と単顆置
換術とがありますが、重症例には全置

換術が一般的には行われます。適応は
内側（または外側）の関節軟骨がすべ
て消失し、さらに内側（または外側）
の骨まで削れて O 脚（または X 脚）
がひどくなってきたような重症例で
す。この時期になると歩行時痛はとて
も強くほとんど歩けなくなってしまう
場合もあります。

変形性膝関節症に対する
　　　手術療法－その三

「人工膝関節置換術」

　手術は靱帯のバランスを調整して O
脚や X 脚を矯正するように大腿骨・脛
骨の骨表面を正確に切り取った後に金
属のコンポーネントに置き換え、適切
な緊張度になるような厚さのポリエチ
レンサーフェイスを最後にはめ込むと
いうものです。　
　当院ではその成績が安定しているこ
とからセメントを用いた術式をずっと
施行してきましたが、最近では材質の
進歩に伴いセメントレスの術式も骨質
の許す範囲で導入しています。ただし
出血も他の術式よりかなり多く輸血が
必要となる場合もありますし、侵襲の
大きい手術ですので、術前には整形外
科医と十分にご相談ください。

きぬがさ　きよと

近森病院整形外科統括部長
　衣笠  清人

ちょっと気になる話題の治療法 整形外科　10

絵・総務課
　広報担当
　公文幸子

　今年もあと
少し、いかが
お過ごしです
か。今回は生
姜を使った炊
きこみごはんをご紹介します。生姜は消
化吸収を助けたり身体をあたためてくれ
る効果があり、これからの季節にぴった
りの食材です。これから寒さがきびしく
なりますので、生姜を使った料理はいか
がですか？愛情たっぷりの手作り料理だ
と、心もぽかぽかとあたたまりますね。
◦材料 (2 合分 4 人分 )
　・米　　　　　　　　　2 合
　・生姜　　　　　　　　2 片
　・わけぎ（盛り付け用）  1/2 本　
　・生姜（盛り付け用）　  お好みで

〈調味料〉
　・めんつゆ　　　　　　50ml
　・醤油　　　　　　　　小さじ 2
　・みりん　　　　　　　小さじ 2
　・塩　　　　　　　　　小さじ 2
　・酒　　　　　　　　　少量
◦作り方
　生姜は千切りにし、わけぎは小口切り
にしておく。米を洗い、水と調味料、生
姜を入れて炊飯器で炊く。炊き上がった
らお好みで生姜の千切り、わけぎを上に
のせてできあがり。

うちやま　さとみ ( 文 )
にしもり　みずえ ( 作 )

Chikamori ★ Kitchen 13

生姜の炊きこみごはん
臨床栄養部管理栄養士

主任　内山 里美（文）写真左
　　　西森 瑞愛（作）写真右
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私の趣味息子の撮影
近森会健康保険組合

　五藤  綾美

　私の最近の趣味は息子を撮影するこ
とです。現在 9 カ月になった息子は、
毎日色々な表情を見せてくれます。こ
の時期にしか見られない表情やしぐ
さがあると思うと、ついついカメラを
むけて撮影！　生まれてからの写真が
500 枚ほどになりました（笑）。
　最近は表情だけでなくハイハイをし
たり、つかまり立ちをしたり、色々な
ことができるようになる息子を見る
と、嬉しくて成長していく過程も撮影
したくなります。これからも息子の
色々な表情や成長をたくさん撮影し、
将来大きくなった息子と写真を見なが
ら会話できることを楽しみにしていま
す。
　掲載の写真は、「ひろっぱ」を息子（4
カ月）に渡したときの写真です。あた
かも真剣に「ひろっぱ」を読んでいる
かのような光景だったので記念に撮影
してみました！！

ごとう　あやみ

　６階は「有効なワークシート
の活用を目指す」で、申し送り
廃止に向けて有用な方法としてオリ
ジナルなワークシートの内容が検討
されました。今まで各勤務帯で独自
のワークシートで申し送り、送られ
る側は自分のワークシートに書いて
いく（ある意味ムダ？）なことがさ
れていましたが、それらを統一して
使用することで共有活用でき、申し
送り廃止につながりました。それに
伴って電子カルテ上での記録の整理
や充実、付箋の有効活用ができ、
申し送り廃止による空いた時間

（約 30 分）は各自ベッドサイド
に行く時間が増え、何重にも効

　先日看護部で業務改善活動の発表会
がありました。今回オルソは 5 階６階
が発表しました。
　回復期では ADL が上がり活動力が
多くなるにつれ、様々なものを手元に
置きたくなります。物が多くその中で
丸めて置いていたコードやリモコン類
を、スパイラルチューブでまとめて、
リングつきマジックテープでベッド柵
に吊るすと左右にそのままスライド出
来、自由な位置に移動できる仕組み。
スタッフが「特許をとりたいね！」と
いう位ベッドサイドがすっきりしまし
た。ちなみに予算は 100 円ショップ
で購入して組み合わせたもので、１セ
ット 100 円もかかりません。

果が得られました。
　これらの発想がスタッ
フの中から考案され、ほ
んのすこしの手間ひまと
お金で現場に反映される
その “ プロセス “ をうれ
しく思いました。オルソ
病院も５年目に入り、生
活の場としての療養環境

と個々に合った看護サービスと質の内
容に皆が目を向けることが出来だした
事、楽しみながら主体的な看護・ケア
が出来だした事、一人ひとりの発想は
オルソの財産です。　　 おさき　きみ

近森オルソリハビリテーション病院
看護部長　尾崎  貴美

環境を
創意工夫することの

楽しさ

 看 護 部 キラリと光る看護 part2 ５階は「ベッド周辺の整理・
整頓～コードをすっきり～」。
左の写真の如くです

近森病院薬剤部　横川  友美

　これから年の瀬を迎え、忘年会など、
飲酒の機会がますます増えますね。皆
さん、飲酒すると、「薬が効きすぎる」
また、「薬の効きが悪い」など、耳に
したことはありませんか？　その謎
は、「酵素」に隠されていたのです。
　薬にはアルコールと同じように、体
内で肝臓にある酵素で代謝されるもの
があります。飲酒中に薬を飲むと、酵
素はアルコールの処理に働くため、薬
は代謝されずに体内に残ってしまい、

薬の効きが強くなることがあります。
　また、毎日大量に飲酒をする人は、
この酵素が増加しています。そのため
薬は、大量の酵素により速やかに代謝
され、薬の効きが悪くなることがあり
ます。
　薬の効きが強くなった場合、たとえ
ば次のようなことが起こる可能性があ
ります。
　糖尿病治療薬…低血糖
　抗血液凝固薬…出血の危険
　血圧降下薬…過度の血圧低下
　睡眠薬…睡眠作用の増強
　その他の薬でも副作用が発現しやす
くなることがありますので、注意が必
要です。また、病気によっては、飲酒
が禁止されていることもあります。禁
止されていない場合でも、アルコール
の量などの指導を受けましょう。
　アルコールと薬……、あなたの謎は
少しでも解けたでしょうか。

よこがわ　ともみ

18よき友くすし

アルコールに潜む謎
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▲『今朝の仕掛けは？』臨床工学部ＭＥサービスセン
タ−／下西忠夫「朝日を撮影しての帰り、橋の下で人
影が動くのが見えたので急いで撮影しました。もっと
いいアングルからと移動中、岸に上がってしまい、最
初に撮った 1 枚です」
◀『エッフェル塔 4 人娘』オルソリハビリテーション
病院理学療法科／小迫真理「３年前の旅行での写真。
選んでいただき本当に嬉しく、これからも、アホなこ
とを一緒に楽しめる友達を大切にしてきたいです」

▲『みかん狩りそっちのけ～』オルソリハビリ
テーション病院理学療法士／高橋佑輔「保育室

「そると」の遠足でのみかん狩りの時、娘とお
友達で。なによりも走り回って遊ぶのに夢中な
姿がかわいらしく、良い写真が撮れました」

▲『ヨイヤッサー！』放射線科／宮﨑延裕「本祭最
後の追手筋です。サイコーの舞台でテンション Max
の彼の勢いを切り取ることができました。スタッフ
の粋な計らいで写真を通してよさこいを楽しみ、さ
らにこのような賞まで。クセになりそうです（笑）」

▲『水辺の情景・Ⅰ』麻酔科／畠中豊人「夏休みに家
族で宿泊したフロリダのホテル周辺の風景です。暮れ
なじんでゆく水辺の、日本とは異なる独特の空気感を
表現したくて、3 枚組みに仕上げました。1 枚が光栄
にも受賞し、3 枚目に偶然写ったクロコダイルも驚い
ているようです」
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▲『ぼくの居場所』臨床工学部／小椋博明「スー
パーマーケットの店内で息子と遊んでいたときに
撮った一枚が受賞するとは夢にも思いませんでし
た。最近は、写真を撮る≦一緒に遊ぶという状態
になりつつあるので、この賞を糧にして今後も成
長の記録を残していこうと思います」

▲『挑む !』腎透析センタ−／久岡和代「暗闇を出
発し、朝日を浴び黄金に輝く目的地に向かいました。
後尾で余裕もありませんでしたが、雄大な大自然に
感動しながら撮った中の一枚です。思いがけない受
賞に、セドナパワーを感じました」

理事長賞

古茂田賞 古茂田賞

管理部長賞 管理部長賞

統括看護部長賞
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ン
委
員
長
賞

理事長賞　　　　　　花の都パリでこんなアホなこ
とができるのは近森のパワーの源泉。近森

　　　　　　人の配置がぴたっと揃ったシャッタ
ーチャンスをのがさずよく撮れている。古茂田

　　　　　　よくある風景だが、バックの赤
と狭さ、画面整理が良くできている。見下ろ
した角度や子どもの視線も良い。古茂田

　　　　　　  若さと男の迫力に圧倒されます。川添 　　　　　　　永遠の美少女の原風景。川添

　　　　　　　　　ボクが大きくなっ
たとき、夏の日のこの一瞬をとらえて
くれたことを感謝するでしょう。梶原

統括看護部長賞　　　　　　　　　空と建物と水辺の三点が色彩的
な美しさはむろん、立体感を帯び、哀切迫るものが
ありました。梶原

　

人
物
と

風
景
が
上
手
に
融
和
し
て
お
り
、
自
分
の
小
さ
か

っ
た
頃
を
思
い
出
す
よ
う
な
一
枚
で
あ
る
。
片
岡

　

和
風
の
風
景

作
品
は
少
数
派
と
思
わ
れ
る
中
で
、
近
く
の
五
台
山
で
、

こ
の
よ
う
な
作
品
を
撮
影
し
た
の
に
感
動
し
た
。
片
岡

水面に輝く朝日と影のコントラストが
絶妙で、芸術性も高い。近森

近森会グループ第 4回写真展受賞作品

▲『家路』救命救急病棟／太田垣日出美「撮影は
絵を描く感覚で日常をきりとっている。今回、「子
供の頃にタイムスリップしたような場面」といっ
ていただいたことちょっとした感慨でした。」

▲『秋の竹林寺』オルソ６階病棟／山崎成美「色
づき始めたもみじをとりに行ったが、秋の気配な
くがっかりして撮影した一枚、賞をもらえてうれ
しい。趣味がない自分ですがもっと上達できるよ
うにのんびりと飽きずに頑張りたいと思います」
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え、職員、スタッ
フ合わせて約 150
名がこの貴重な体
験を目の当たりに
しました。終了後
8 階の職員食堂で、
エームサービスの
全面的協力を得て
忠実に再現された
３種類のスープと

障害者授産施設のファミーユで障害者
の方が焼かれたパンを提供しました。
　参加者の皆さんは、人生の示唆に富
む講演内容に感心し、伝説の調理方法
とコツを目の当たりにして心ときめか
せ、完成品を自分の舌で体感し、心身
共に温かい「あなたのために」の感動
を得られて帰られました。参加者の皆
様が素晴らしい人生をお過ごしいただ
けますように祈念して終了しました。
スタッフおよび関係者のご協力に感謝
申し上げます。　  きたむら　たつひこ

　近森会グループの入院患者さんへ辰
巳芳子さんの「いのちを支えるスープ」
を提供し始めたのは 2006 年 8 月 21
日でした。辰巳さんはじめ多くの仲間
の協力により、第１回のスープサービ
スが始まり、以後年４回四季折々の厳
選された食材を調達し、熟練された技

で心を込めて調理、今年で 5 周年を
迎えました。このたび記念イベントと
して、新築になった管理棟３階の大会
議室で「食と命に関する哲学的な内容
の記念講演」を開催するとともに、辰
巳さんのご自宅の鎌倉で開かれている

「スープ教室（メンバー希望多数、数年
待ち）」を忠実に再現し、同じ会場で４
種類のスープの仕込みから完成までを、
内弟子の対馬さんと高知パレスホテル
の田中シェフに実演してもらいました。
　一般参加の応募ハガキ 657 通、応募
人数 1047 名から選ばれた 116 名に加

「あなたのために……」
辰巳芳子さんのいのちを支えるスープ教室

◀
『
ち
か
も
り
』
臨
床
検
査
部
／
橘
知
佐
「
今
年
は
フ
ラ
フ
が

二
つ
に
な
り
勢
い
と
力
強
さ
、
踊
り
子
と
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
た

ち
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
倍
増
し
て
い
ま
し
た
」

▲『看板息子』初期研修医／森岡汐里「犬は料理
店の看板息子のしんのすけ君。遠回りして挨拶し
ながら買い物に行くのが週末の楽しみでした。寒
くなってきましたが元気でいるでしょうか」

▲『大漁の朝』島巻佳代

奨励賞

奨励賞

奨励賞

　　　　　シャッターのタイミングが
フラフの動き方のよいところで撮れて
いる。大胆さがいい。古茂田

　　　　　目的を持って撮られており、タイミン
グを待つ努力が見られた。古茂田

　　　　　調子、アングルが良い。後ピンが残念。
よければ古茂田賞だったかも。古茂田

近森会グループ・スープサービス責任者
　　　　　　　　　　　近森病院副院長　北村  龍彦

近森病院スープサービス５周年 20 回記念イベント〈10月15日（土）〉

院 外 エ ッ セ イ

1959 年土佐山田町生まれ。大学卒業後、専門紙記者、代議士秘書、地方
テレビ局、団体役員等を経て、2009 年香美市地域雇用創造協議会設立と
ともに現職。香美市の観光や地場産業の振興を通じた町づくりに携わる。

　香美市という草深く、山深いとこ
ろで観光を中心とした産業振興に係
る仕事をさせていただいている。観光
という事業のキーワードはホスピタ
リティーであり、『ひろっぱ』の目指
すものに関連付けられるものと思い、
日々の雑感を記させていただく。
　昨年の高知観光は龍馬ブームに沸い
た。大河ドラマの効果にあやかろうと
官民あげての取り組みは弥太郎や瑞山
などの周辺人物に光をあてることにも
なり、一定の成果もあがり意義のある
ことであったと思う。
　そして今年である。ポスト龍馬伝に
ついては早くから知事をはじめ関係者
から様々な見解が出されていた、歴史
の舞台で光芒を放つ土佐人をテーマに
することは躍動感の伴うグッドアイデ
アだ。新たな構想に期待していた。戦
国の梟雄「長宗我部元親」か？はたま
た「自由民権」か？
　いざ発表である。志国まではよかっ
た。幕末維新の土佐の志は自由民権運
動に引き継がれる、きっと…と思った
のも束の間。またぞろ龍馬である。振
興策の中身を批判するつもりはない。
食や自然など貴重な資源の掘り起こし
など勘所も抑えているとは思う。

　が、テーマの設定に少々の落胆を覚
えたのだ。志国と言うように要は “ 志 ”
の問題なのだ。「まつろわぬ民」としての
土佐人の志は幕末維新の奔走から自由
民権に受け継がれたと確信する。われ
われ土佐人はその遺伝子のつながりの
中にある。県詞「自由は土佐の山間よ
り」は世界遺産級の言葉だ。今年はそ
こに歴史を進めていただきたかった。
　観光旅行の目的は明らかに大きく変
化している。見物、宴会、買物のため
に金と時間を消費する客は激減した。
人は生きるためにたくさんの不条理に
耐えなければならない。経済社会の荒
波も越えねばならない。そんな現実を
生き抜く人は、心の再生を求め旅をす
る。自然の美しさや食事のおいしさへ
の感動が真の心の癒しと再生につなが
るためには、その場所でそれを担う人
間との交流が欠かせない。端的に言え
ば旅人は我々「土佐人」に会いにくる
のだ。志の高いいごっそうやはちきん
に会いにくるのだ。観光とはかけがえ
のない貴重な時間の消費では、もはや
あり得ない。むしろ貯蓄だ。
　自由の発祥の地である土佐の深い山
里は日本人の心の銀行なのだ。だから
融資もある。　　　　まちだ　いさく

香美市地域雇用創造協議会
　　　　　　　事業管理者　町田  亥作

観光振興の現場から

JR 土佐山田駅構内にある香
美市いんふぉめーしょんで
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　10 月 27 ～ 29 日
の 3 日 間、 熊 本 で
開催された大会には
2300 余 名 の 医 療、
介護、福祉関係の多
機関、多施設の文字

通りの多職種が参加し、熱い議論が交
わされた。近森のリハビリテーション
グループからは 24 名が参加し、11 演
題の発表を行うと共に多施設との交流

を深めた。
　大会は「熊本方式」という地域連
携体制を生み出した当地のリハビリ
テーションについての大会長の講演
か ら 始 ま っ た。 こ の 連 携 に よ り 急
性 期、 回 復 期 の 在 院 日 数 が 短 縮 さ
れ、その成果が認められた。しかし、
outcome は変わっておらず生活期に
おけるケア・支援体制への負担は軽
減されているには至っていないと思
われた。これに関して、回復期（亜
急性期）から生活期への連携が十分
でないという問題点が話し合われ、
その解決方法が議論された。
　更に大きな問題は、生活期の現状

であり、在宅でのリハビリ、介護不
足や孤独死の増加等も報告された。
健康寿命と平均寿命の差は 8 ～ 10 年
間とされ、この間の医療、リハビリ・
ケア、看取りの問題に対応すべく地
域包括ケアシステムの構築が急がれ
ているが、専従のコーディネーター
の必要性や増加する高齢者と減少す
る労働者に対応すべく「集住」とい
う方法の提案もあった。
　最終日には、来年の「診療報酬、
介護報酬同時改定の方向性とリハビ
リテーション」について厚生労働省
特別講演があり、質疑、応答も行わ
れた。来年度にならなければ詳細は
明らかにならないが、現状と大きな
変化は無いという印象であり、かく
して山積している根本的な問題は残
された。しかし、大会に参加した人
達、特に真摯で熱き思いに満ち溢れ
た若者達のエネルギーには圧倒され
た。このエネルギーを結集できれば
明るい将来も夢ではないと言う希望
を胸に熊本を後にした。

ささき　まもる

　愛犬「アンコ」（♀３才）がひろっ
ぱに登場するのは実は二度目なんで
す。 一 度 目 は 269 号

（2008.12） の「 飼 い
主募集中」の記事で、
お母さん犬のおっぱ
いを一生懸命飲んでい
る五匹のうちの一匹です。
この記事がきっかけで我が家の三
代目ワンコとして家族の一員となりま
した。
　写真はまだ子犬の頃のアンコ。今で
は大きくなって 16kg。この頃からこた
つが大好きで、大きくなった今でもま
るで猫のようにこたつで丸くなってい
ます♪　見た目はこわいですが、そん
な姿が我が家の癒しになってます♪

たけだ　ともこ

おっきく
なりました

診療支援部医事課
　武田  知子

リハビリテーション
・ケア合同研究会（くまもと 2011）

「火の国」は熱かった！

近森リハビリテーション病院院長
　佐々木  司

出 張 報 告

お 知 ら せ

◀よくコタツで
丸くなっていた
子犬のアンコ

▲いまのアンコ

3 年前

　10 月 1 日より 4
西病棟の早朝採血
を、4 西 看 護 師 と
ともに臨床検査技
師も始めました。
　普段私たち臨床検査技師の仕事は、
生理検査（心電図、脳波、肺機能、心
エコー、腹部エコーなど）、輸血検査（血
液型、血液製剤管理）、細菌検査（培養、
同定など）、病理検査（組織診標本作製、
細胞診）、内視鏡検査介助、検体検査業
務をそれぞれ専門分野の技師が行って
います。これら専門分野の検査業務と
ともに、あまり知られていないかもし
れませんが “ 採血 ” を行うことも臨床
検査技師として重要な仕事のひとつで
す。
　外来センターオープンにより 3 階中
央採血室の採血は、全て臨床検査技師
が行っています。私たち技師は採血手
技においても、採血した血液の適正量
や各検査項目に応じた血液検体を扱う
スペシャリストですので、外来患者さ
んには安心して採血をうけていただい
ています。
　今回 4 西病棟での早朝採血開始にあ
たり、入院中の患者さんにもお会いす
る機会が増えることになりました。正
確で安心安全な技師による採血を行う
ためにもみなさまのご協力をお願いい
たします。　　　　　 たちばな　ちさ

近森病院　
臨床検査部主任
　　　橘  知佐

【地域医療講演会】
①平成 24 年 1 月 13 日（金）18:30 ～ 20:00

「ひきこもりの現状から
～当事者、家族の思いを支える

医療機関のアウトリーチ～」
　講師：国立精神・神経医療研究センター

精神保健研究所社会復帰部部長
伊藤順一郎先生

　場所：近森病院　管理棟３階大会議室
②医療安全セミナー

平成 24 年 1 月 21 日（土）10：00 ～ 12：00
「安全に排泄するための動作」

主催：近森リハビリテーション病院
医療安全委員会

場所：近森病院管理棟３階大会議室

病棟採血始めました。
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臓病理、PCI や大動脈ステントグラフ
トなどのカテーテル治療、刺激伝導系
のアブレーション、冠動脈バイパス、
人工弁置換術、心臓エコーなど、テー
マ別に分かれたテーブルをローテーシ
ョンする方式で、午前 10 時から約 5
時間みっちり勉強しました。どのブー
スも活気があり、参加者から「貴重な
体験で感動した」との声も聞かれ、ウ
エットラボの醍醐味である「見て・触
れて・感じる」を体感していただけた
と思います。
　当日はインストラクターの熱意、ま
た参加者の学ぶ意欲で会場は熱気につ
つまれ、盛会であったことを感謝い
たします。回を重ねるたびに規模、質
ともにグレードアップするウエットラ
ボ、次回の開催が楽しみです。

ながお　しんいちろう

状態（ウエット）でその解剖や治療法
に実際に触れて体験する勉強会です。
　今回も県内外から多くの参加があ
り、総勢 200 名を超える大規模な実
習となりました。内容は心臓解剖、心

　恒例となった隔年企画のハートセン
ター「心臓血管ウエットラボ」を 10
月 23 日（日）に新築の管理棟 3 階全
フロアを会場として行いました。

これは無菌豚の心臓を用い、濡れた

土佐御苑 三代目若旦那
          横山公

こうだい

大さん

お得なプラン考案中で〜す

〈参加者の声から〉
・実際にステント留置や、血管縫合など、通常
できない貴重な体験をさせていただき感動し
ました。

・分野の違う参加でしたが、とても楽しく実習
出来ました。先生方のユーモアあふれるお話
がステキでした。

当番事務局長　長尾  進一郎
（近森病院臨床工学部急性期 CE チーム主任）

地域医療講演会（実習編）第4回ハートセンター心臓血管ウエットラボ

体感する !!
「見て、触れて、感じる」

ウエットラボの醍醐味

◦アンケート「ウエットラボの全体
の印象はいかがでしたか」

今夏の一日、仲良しの企業の地産地消行事に
息子ふたりと参加した

▲様子を見に来られた近森理事長もついつい
引き込まれる場面も……

　人が大勢集まる施設（近森病院外来
センター）が隣りにオープンしたこと
を新たなビジネスチャンスにしたい
と、三代目の若旦那さんはいま寝る
間も惜しむ勢いで、プランを練って
いる。従来の「旅行」を膨らませて、
メディカル（医療）ツアーと呼べるよ
うな「健診目的の宿泊プラン」や、「栄
養士の献立による美食プラン」など
次々目新しいツアー企画を編み出し、
近森会の患者さんやご家族を中心に、
広く一般のお客さんや近森会スタッ
フにまで範囲を拡げて提案していき
たいのだそうだ。
　昭和 39 年創業の老舗旅館を受け
継ぐ立場の公大さんにとっては、「人
の賑わいの生まれやすい駅前という
地の、相乗効果を狙った取り組みが
求められると確信している」という。
外来センターの町並みに配慮した外
観に土佐御苑もマッチするよう、改

装の折には合わせていくなど、地域
の景観を創り出す一角としての視点
を大事に、高知のまちづくりを考え
る流れのなかでの旅館業の未来を考
えていきたいと、その発想は広い。
　公の場で大きくなぁれ！と願いを
込められた「公大」の名前に恥じな
いよう、地域への感謝も忘れず、地
域の発展のなかでこそ自分たちも伸
びていける！と強調する。
　一日 5 時間弱の睡眠だが、大好き
な息子たちとできるだけ一緒に過ご
せるよう、ヒマを見つけては出かけ
ている。社会性や責任感を教えるた
め、今からセッセと実践を積み、大
きく羽ばたいてくれる日を夢見てい
るそうだ。



8 No.305／12月号

　　　　　　　　　　　①所属②出身地
　　　　　　　　　　　③最終出身校

④家族や趣味のこと、自己アピールなど

ニューフェイス

いわさ　ひとみ①放射線科
医師②高知県吾川郡③高知
大学④画像診断などを中心
として少しでもお役に立て
るよう頑張っていきたいと思
います。

岩佐  瞳

近森会グループ
　外来患者数
　新入院患者数
　退院患者数
近森病院
　平均在院日数
　地域医療支援病院紹介率
　救急車搬入件数
　　うち入院件数
　手術件数
　　うち手術室実施

→うち全身麻酔件数

18,248 人
815 人
829 人

15.43 日
86.49 %

453 件
234 件
438 件
296 件
174 件

2011 年 10 月の診療数  システム管理室

● 平成 23 年 10 月度県外出張件数  ●
件数 74 件　延べ人数 156 人

図書室便り（2011年10 月受入分）

・心臓腫瘍学 ／ 天野純（総編集）
・軟膏・クリーム配合変化ハンドブック
－処方・調剤の適正使用ガイドライン－
／ 江藤隆史（他監）

・錠剤・カプセル剤粉砕ハンドブック第
5 版 ／ 佐川賢一（監）

・エンゼルケアのエビデンス！？死に立ち
会うとき、できること／上野宗則（編著）

・JJN スペシャル No.92　アセスメント
力を高めるバイタルサイン ／ 得田安春

・石巻赤十字病院の 100 日間東日本大震
災　医師・看護師・病院職員たちの苦闘
の記録 ／ 石巻赤十字病院由井りょう子

・平成 23 年版厚生労働白書社会保障の
検証と展望～国民皆年金・皆年金制度実
現から半世紀～ ／ 厚生労働省（編）

《別冊・増刊号》
・別冊医学のあゆみ　認知症 －研究・臨
床の最先端／岩坪威（編）

・日本医師会雑誌 140 巻 特別号（2）生
涯教育シリーズ 81 症状からアプローチ
するプライマリケア／日本医師会学術企
画委員会（編）

・別冊 整形外科 60 骨粗鬆症－新たなる
骨折を防ぐ最新戦略／遠藤直人（編）

・臨床画像 Vol.27 10 月増刊号研修医が
知らなくてはならない救急疾患の CT・
MRI ／後閑武彦（編）

・形成外科 Vol.54 増刊号美容医療私の方
法と合併症回避のコツ／野崎幹弘（編）

・関節外科 Vol.30 10 月増刊号人工膝関
節のデザインとバイオメカニクス／吉矢
晋一（企画・編集）

・精神科治療学 Vol.26 増刊号神経症性障
害の治療ガイドライン／「精神科治療学」
編集委員会（編）

・臨床と微生物 Vol.38 増刊号真菌の検査法
－形態学的同定検査を中心に／小林芳夫（編）

・HEART nursing 2011 年秋季増刊患者さ
んの「ハテナ」にナースが答える！心臓
まるごと Q&A230　患者指導にそのまま
使える説明シート付き／上田裕一（監）

・EB NURSINGVol.11 増 刊 2 号 ス マ ー ト
看護研究実践ガイド／西垣昌和（他著）

・臨床栄養別冊 JCN セレクト 6 栄養療法に
必要な水・電解質代謝の知識／井上善文（編）

・INFECTION CONTROL 2011 年 秋 季 増
刊 感染対策ズバッと問題解決ベストア
ンサー 171 ベテラン ICN のコンサルテー
ション術まるわかり／日本感染管理ネッ
トワーク（編）

《視聴覚資料》
・2011.3.11 東日本大震災 初動の記録／
石巻赤十字病院（監修）

・Audio-Visual Journal of JUA Vol.17No.4
／日本泌尿器科学会（監修）

編 集 室 通 信
　先日両親が還暦を迎えました。お祝い
旅行を兄弟で企画、初夏に生まれた甥っ
子も一緒に 3 世代での初の家族旅行に出
かけました。家族が増えた幸せを再確認
し、また両親がいつまでも仲良く元気に
いてくれる喜びを噛みしめました。（陽）


